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◆
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

・
自
宅
で
急
病
な
ど
に
な
っ
た
時
、
通
報
装
置

の
ボ
タ
ン
を
押
す
↓
受
信
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
が
い
く
↓
状
況
に
応
じ
て
ス
タ
ッ
フ
が

消
防
本
部
へ
救
急
車
の
手
配
を
し
た
り
、
緊

急
連
絡
先
と
し
て
登
録
さ
れ
た
親
族
に
連

絡
が
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

・
対
象
者 

 

①
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
又
は
６５
歳

以
上
の
方
の
み
の
世
帯
。 

 
 

※
い
ず
れ
も
身
体
上
の
慢
性
病
な
ど
で 

 
 

日
常
生
活
に
常
時
注
意
を
要
す
る
方 

 

②
家
族
が
仕
事
な
ど
の
理
由
で
、
長
時
間
に 

 
 

わ
た
り
①
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
方 

   

・
費
用
負
担 

 

通
話
料 

 

 

設
置
料 

 

市
民
税
課
税
世
帯 

 

５
，
４
０
０
円 

市
民
税
非
課
税
世
帯 

２
，
７
０
０
円 

生
活
保
護
世
帯 

 
 

無 
 

 
 

料 

※
振
替
手
数
料
等
は
利
用
者
負
担
で
す
。 

・
注
意
事
項 

 

固
定
電
話
が
な
い
と
設
置
で
き
ま
せ
ん
。 

 

紛
失
等
の
場
合
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
蓮
田
市
役
所 

福
祉
課 

☎7
6

8
-3

1
1

1

（
内
線
：1

3
6

） 

   

市議会議員 

７
月
21
日
～
22
日
に
蓮
田
白
岡
衛
生

組
合
議
会
の
視
察
研
修
が
あ
り
、
議
員
12

人
と
事
務
局
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

視
察
一
か
所
目
は
川
崎
市
の
ペ
ッ
ト
リ

フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
株
）
で
す
。 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ 

通
常
、
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
衣

類
、
食
品
ト
レ
ー
な
ど
に
再
製
品
化
（
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
工
場
で
は
、
化
学
の
力
で
再
び
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

（
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
。 

使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
新
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
へ
、
半
永
久
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
技
術
を
採
用
し
て
い
る
、
日
本
で
唯

一
の
会
社
で
す
。
一
日
あ
た
り
70
ト
ン
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
工
場
で
再
生
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
原
料
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
バ
ー
ジ
ン
原

料
に
比
べ
る
と
価
格
の
面
で
不
利
で
す

が
、
品
質
は
同
等
で
す
。
限
り
あ
る
資
源 

を
大
切
に
使
う
た
め
に
、
繰
り
返
し
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
技
術
は
重
要
で
す
。 

蓮
田
・
白
岡
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収 

蓮
田
白
岡
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
量

は
、
平
成
27
年
度
実
績
で
２
６
９
ト
ン
、

リ
サ
イ
ク
ル
量
は
２
５
８
ト
ン
で
す
。 

蓮
田
・
白
岡
で
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
き
れ
い
な
の
で
、
ラ
ン
ク
付
け
の
中

で
も
特
Ａ
の
高
評
価
で
す
。
し
か
し
リ
サ

イ
ク
ル
先
は
、
買
い
取
り
価
格
の
課
題
も

あ
り
、
視
察
先
で
は
な
く
、
よ
そ
の
民
間

施
設
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。 

回
収
さ
れ
た
後
、
何
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
処
理
よ
り
も
、「
再
び

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い

う
意
識
を
も
っ
て
分
別
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
川
崎
市
、
北
区
、
鎌
倉
市
、
藤
沢
市

な
ど
が
こ
の
工
場
に
搬
入
し
て
い
ま
す
。 

分
別
収
集
の
徹
底
の
重
要
性
と
、
半
永

久
的
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
技
術
が
あ
る
こ
と
、
コ
ス
ト
面
で
の

課
題
を
学
び
ま
し
た
。 

※
他
に
、
大
田
区
で
コ
ン
ビ
ニ
や
ホ
テ

ル
等
の
廃
棄
食
品
を
飼
料
に
加
工
す
る

「
ア
ル
フ
ォ
」
と
、
木
更
津
市
で
高
温
溶

融
炉
を
使
い
、
最
終
的
な
埋
立
て
を
少
な

く
し
て
い
る
「
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
（
PFI
方
式
）」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

圧縮されたペット
ボトルの山 

工場の外観 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「
６
月
議
会
の
報
告
会
」
は
、
環
境
学
習
館
と

我
が
家
で
開
催
し
ま
し
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
お

話
の
中
で
「
蓮
田
の
ゴ
ミ
袋
は
高
い
」
と
い
う
ご

意
見
が
出
ま
し
た
。 

ご
意
見
を
受
け
、
お
子
さ
ん
連
れ
可
の
「
環
境

セ
ン
タ
ー
の
夏
休
み
社
会
科
見
学
会
」
を
急
き
ょ

企
画
し
、
ブ
ロ
グ
で
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

急
な
企
画
で
活
動
ニ
ュ
ー
ス
で
は
告
知
を
載
せ
ら

れ
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

８
月
３
日
、
大
人
６
人
、
小
学
生
４
人
の
計
10
人

で
蓮
田
白
岡
環
境
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。 

前
半
は
清
掃
工
場
と
エ
コ
プ
ラ
ザ
を
見
学
し
、

ゴ
ミ
が
均
等
に
燃
え
る
よ
う
撹
拌
さ
れ
る
様
子
な

ど
を
見
な
が
ら
解
説
を
聞
き
、
後
半
で
子
ど
も
は

工
作
教
室
に
、
大
人
は
「
有
料
ゴ
ミ
袋
が
な
ぜ
導

入
さ
れ
た
の
か
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

好
評
で
し
た
。
第
２
弾
も
企
画
し
ま
す
！ 

「
想
像
以
上
に
い
ろ
い
ろ
聞
く
こ
と
が
で
き
、

参
加
し
た
か
い
が
あ
っ
た
」「
説
明
が
す
ご
く
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
聞
い

て
も
ら
え
る
と
い
い
」「
ゴ
ミ
は
減
ら
す
努
力
を
し

な
き
ゃ
と
改
め
て
思
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い

た 

 
9/1（木）議案質疑 

 / 2・7 （金・水）総務委員会傍聴 

 / 5・8・9（月・木・金）民生文教委員会 

/ 6・12・13（火・月・火）建設経済委員会傍聴 

/15・16・20（木・金・火）一般質問 

/17（土）黒浜中学校運動会 

/26（月）保育園利用調整委員会 

/27（火）９月議会本会議閉会 

/29（木）無料法律相談（日本共産党市委員会事務所） 

/30（金）蓮田白岡衛生組合議会 

※党議員団の定例駅前宣伝毎週木曜朝 7：00～8：00 

蓮田駅西口または東口で行っています。（雨天時中止） 
ご要望・ご相談などお気軽にお声掛けください。 

 

日本共産党黒浜支部・後援会 検索 
 

 船橋ゆき子のブログ 

 

検索 
 

 

生
ま
れ
て
初
め
て
地
元
の
議
員 

さ
ん
の
市
政
報
告
会
に
出
席
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

 
子
育
て
も
終
わ
り
ふ
と
自
分
を
振
り

返
っ
て
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
老
後
を
迎

え
る
、
年
金
で
生
活
し
て
い
け
る
の
か

と
考
え
た
ら
不
安
ば
か
り
が
先
走
っ
て

…
そ
ん
な
と
き
に
、
ご
自
宅
で
開
か
れ

る
報
告
会
に
行
っ
て
見
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
気
軽
に
話
せ
て
と
て
も
い
い
と

思
い
ま
し
た
。
少
数
意
見
で
す
が
、
聞

い
て
貰
え
た
だ
け
で
、
不
安
が
解
消
出

来
ま
し
た
。 

（
黒
浜 

Ｓ
さ
ん
） 

・８月２５日（木） 

９月２９日（木）※第５ 

午後１時半より 

（毎月第４木曜日、祭日

は第５。一人 30分程度） 

・会場：日本共産党 

蓮田市委員会事務所 

（関山 2-2-26  

☎・FAX769-4667） 

・前日までに共産党議員 

        へご予約を 

  船橋 090-8612-7963 

 

工
作
し
た
空
気
砲
（
右
）

と
万
華
鏡
（
左
） 

 
 

な
き
ゃ
と
改
め
て
思
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
を

い
た
だ
き
、
好
評
で
し

た
。
そ
の
う
ち
第
２
弾

を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
活
動
ニ
ュ
ー
ス

で
告
知
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！ 

 

夏休みには実家のある仙台

に帰省し、300０本の華やか

な飾りが見られる仙台七夕を

堪能しました。 

 市内の小中学生が復興を願

った折鶴8万8000羽の飾り

には「東北も熊本も復興できま

すように」のメッセージ。思わ

ず泣きそうになりました。 

 街の中は賑わっていますが、

郊外には未だに仮設住宅（プレ

ハブ住宅） 

ハブ 62 戸、公営借上げ 36 戸、

民間借上げ 890 戸）があり、復

興は道半ばです。熊本地震の被災

地にも思いをはせながらの七夕

見物となりました。 

  

核
廃
絶
を
願
っ
て
全
国
か
ら 

寄
せ
ら
れ
た
百
万
羽
の
折
鶴 


